
受講後のアンケート結果では、「他者の意見を聞くことで新たな気づきを得られ

た」「自身の成長に繋がった」「介入方法の考え方が分かりこれからの仕事に生か

していく事ができる」「多くの仲間が得られた」など、多くの好意的な意見が多数

寄せられた。

2日間に及ぶ集合型研修はオ

ンデマンド配信やオンライン研

修で得た知識をもとに、提示さ

れた症例について具体的な介入

方法を検討した。グループワー

クでは、阪口先生より提示され

た症例を題材に、飯田先生から

ご講義いただいた KJ法を用いて

オンデマンド配信では、行政、医師、歯科医師、訪問看護師、ケアマネジャー、管

理栄養士など、在宅療養に関わる多職種の講師から国の指針から在宅医療の現状、全

身疾患、栄養管理まで幅広い情報や知識を学ぶことができた。

ライブ配信では在宅療養者に対する薬剤や看取りの知識、歯科衛生士のリスクマ

ネジメントについて理解を深めた。

多職種から学ぶ、 在宅療養の現状と指針

令和7年度 在宅療養指導・口腔機能管理コース

開催報告

令和 7 年 8 月 12日(火)～ 9 月12日(金） オンデマンド配信

令和 7 年 9月 7 日(日) ライブ配信

令和 7 年 9 月14日(日)、 15日(月・祝 ) 集合型研修

具体的な介入を検討、 KJ法を用いたグループワーク

新たな気づきと繋がり 、 これからの仕事に生きる学び

問題点を抽出し、優先順位や緊急性を考慮しながら意見交換を行った。

作成したケアプランを各グループで発表し共有することで、実践的理解を深める

機会となった。
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